
農 業部会

研究主題 「確かな学力」をは ぐくむ農業教育における評価 と指導の在 り方

1主 題設 定の理 由

平成15年10月 の中央教育審議会答 甲 「初等中等教育における当面の教育課題及び指導の充実 ・改善方策

について」においては、生涯にわたる 「生きるカ」をはぐくむために、個性を生かす教育の中で 「確かな

学力」を身に付けることが必要と提言 している、答申では、「確かな学力」を、「知識や技能に加え、思考

力 ・判断力 ・表現力まで含むもので、学ぶ意欲 を重視 した、これからの子 どもたちに求められる学力」と

定義 している。 このように、r確 かな学力」とは学ぶ意欲を重視 した思考力 ・判断力 ・表現力も含む学力で

あ り、このよ うな力が子 どもたちに定着 したか否かは、従来のテス トを中心 とした評価では測定不可能で

ある。 その育成には、評価規準の作成 と評価方注の工夫 ・改善など 「目標に準拠 した評価」の徹底や、観

点別学習状況調査の定着を図ることは もとより、指導と評価の一体化の確立が急務である.す なわち、日

々の授業の中で生徒が自ら観点や評価規準に碁づき評価を行 う自己評価や、授業内容や指導方法に対する

生徒による授業評価を実施 しそれを授業や生徒にフィー ドバックす る方法の確立が急務である。

一方
、実験 ・実習を伴 う多 くの農業科 目では、きゐ細かい年間指導計画やシラバスを作成 し.常 にそれ

ぞれの実験 ・実習において 目的を明確 にす るとともに、生徒の報告書の作成を通 じ、学習内容の確認 と課

題の明確化を日常的に指導 してきた。 これ らの実践の効果を高めるためにも、生徒の自己評価や生徒によ

る授業評価 を通して、学習内容の確実な定着、授業の改善に結びつく質的な向上および深化が必要である。

平成14年 度農業部会においては、目標に準拠 した評価による観点別の評価規準を作成 し、研究授業 を通

じて指導 と評価の一体化にっいて研究 した。研究結果か ら、各校の教育課程に応 じた、より客観的な評価

規準の作成 と厳選、評価の信頼性の向上等、を課題として挙げている。これを受けて、本研究においては、

個 に応 じた評価方法の確立、及び生徒の 自己評価、生徒による授業評価の実践的な方式の開発を通 して、

指導 と評価の一体化を図ることを研究のねらいとした,

n研 究の概要

1観 点別評価規準の作成と自己評価 ・授業評価の実施

教科 「農業」の4科 目で評価規準を作成 し観点別評価を行った。同時に、単元を通 した評価計画を作成

し、その中に4観 点のより具体的な評価規準を作成 した。

また、その中で特定の授業や単元を選定 し.生 徒の自己評価や授業評価に関する実践的授業検証を行った。

授業検証においては、個々の授業時間における評価規準を作成 し、その処理 ・解析を通 して、値々の生

徒の状況を把握 し、授業に還元することができる自己評価や生徒による授業評価の在 り方を模索 した。

2指 導と評価の一体化のための自己評価表の作成 ・検証

指導 と評価の一体化のためには、各授業において時間をかけずに継続的に実施でき、かつ生徒の変容を

見取 るために効率的な自己評価表 を作成することが必要である。 自己評価表の内容 として授業評価を組み

込むことにより、授業評価の目的にもかな う自己評価表の作成を試み、数科 目において評価表の作成 と授

業検証を行 った。

自己評価表の内容 として、自己の学習達成度の評価や継続的な自己評価 を通 じて、よ り確実な授業評価

と授業改善が導き出せ るよう工夫した.ま た、生徒が短時間に出来るよう自己評価表の簡便化 と、継続的

データから個々の生徒の学習状況が読み とれ るよう、活用 しやすい視点で工夫を心がけた。また、自己評

価のデータと教員による評定との相関性を求め、自己評価が信頼度の高いデータとして活用できるよ う記

入方法の指導や分析の方法を研究した.

3授 粟で使える授業評価袋 ・自己評価衷の作成

以上のような研究を1学 期中に各学校で様々な試行を行い、その結果から授業評価や 自己評価について、

最も実践的で効果のあると考えられる方法を考案 し、2学 期以降は、統一した方法で授業研究を行った。
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皿 一1自 己評 価 友 び授 業 評価 を毎 時 間 実施 した 例

〔事例1科 目名:「 野菓」(2単 位)対 象学年 ・生徒鍛1第3学 年25名 〕

G)ね らい

「野菜」の授業では、毎時間授業 ・実習レポー トの提出を義務付けている。そのレボー トの下部に簡

便な5段 階制(1～5)の 授業評価、自己評価表を付け加え、毎時間記入させ る方法を試みたcこ れに

より、毎時間の授業評価、 自己評価が可能 となり、その結果を次回の授業の学習指導や学習活動に反映

させ ることが可能 となる。 さらには毎時間の評価資料の蓄積により、年度を通 しての評価 においても細

かな資料を活用 した綿密なもの力糊 待できる。

(2)研 究 の概要

① 研究対象を平成15年 度第3学 年 「野菜」2単 位を履修す る生徒25名(男 子13名 、女子12名)と し、

指導 目標、授業の評価規準、生徒の評価規準を設定 して生徒に周知徹底 した。

② レポー トの下部に下のような5段 階制(1～5)の 簡便な授業評価、自己評価表を新たに付け加 え、

授業の翌 日に全て回収 し、あらか じめ設定したコンピュータ入力用のフォーマッ トを活用 し、集計及

び分析を行った。 また、学期の最後に指導目標 、授業の評価規準等 と共に、自己評価の規準に基づい

たアンケー ト形式の詳細な評価に関するデータを生徒全員 より収集 し集計 した。

③ 毎時間実施する簡索化 した評価方法 と、学期末に実施する詳細な評価方法とを比較 し、評価方法 と

しての適否 を考察 した。

(3)指 導 目標

野菜の栽培 と経営に必要な知識 と技術 を習得 させ、野菜の特性や栽培 に適 した環境 を理解 させ る

とともに、品質 と生産性の向上を図る能力 と態度を育てる。'

(4)自 己評価及び授 業評価 の評価規 準

「自己評価の規準」「授業評価の規準」
「

関心 ・意欲 ・態産 思考 ・判断 技能 ・表現
「

知識 ・理解

・学 習ず ゐ ことを好意的に思 ってい 軌 ・実習
、実蟄において使用す壱

・爽 習 ・実 験後 蔚分 の意 見考 え、醸 思を入hた レ ・慢纂内智 を良 く理騨 」ている
、

・この科 目を掌5こ とが本章 である. 置昌の腔用方岳が含理的であら。 粥一 トを碓成 してい 凱 ・婁習 .寅 験 で腔用す る道具名が分か る.

・擾叢^棚 唖的1二取リ縄のる褒勢があ石. ・異習、婁験を行 う二とで自牙 ・実 習'冥 験で使用 した遵 具の 使用 方注、作 業方 ・提粛で融れ止矩謙,拉 術を確寡に習得してい呑.

・学習内容を現解 しようとい う虹詩
な りの考えや意見師生まれ 番、 怯"iし っか り身に付いてい 乱

・挫舞 を受 け
、騨門性 力{身に付いてい る,

ちが ある。 ・野粟について軒学的に考 ・暖間 点を積 極的`=雪 間で きろ. ・蚤婁で習得した知腫 ・益謙に髄駐性を持た

、・他の生徒 とも鴇力 して作巣那でき翫 λ ξiことができ 凸. 立睾だけでなく図中スケ,チ 噂で{⊃畏契円琶を表現で書蚤. せ られ 石。
」

「授業評価の基準」
r

熱意 ・好感 明 瞭 性 計画 ・進度 知膿 ・技術の習得
「

満足 ・充実度

・痛導教員は熱意を搏っ ・擾藁内奪の蜆朝∬わか ・針画的に授藁が遭め ・撲叢内右が理塀 で きたか。 ・この撰 業は累 しかoた か.

て授叢を行 っていたカ㌔ りや†か ったか. られて いたか。
・匝業 転受 け6こ とに よっ ・この妊 業を学習す ることがで きて 艮かったか.

・生 姥の 質問 、慧 見 覆ど ・歴示 され たプ リン トな ・授婁の 造匪`遭 み方, て駈たな知厳、披循が身に ・ 以 前よ り野莫 に興療.閨 心を将て ゐよ うにな ったか.

を大切 に していたか. どの質料や頓書がわか り はち ょう ど皇か うたか, 付いたか、 ・以前上り学習に対す邑意歌郡増したか.

L
やすか つたか。 ・他の 人にこの投案 を学習†る=と を勧吻 られ 呑か.

」

(5)評 価表の例

評価 表 記 入 日 平 成()年()月

)学 年{)番 氏名

今 回 の授 業 ・自己評 価 を して下 さい 。5～1の 一 つ にOを 付 け 、 簡 潔 に 理 由 を書 く。

今回の授業評価 ・…

授業評価の理由(

今回の自己評価

自己評価の理由
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(6)結 果

① 毎時間の評価と学期末の評価の比較

月 日 6月5日 6月12日 1学 期 期 末

自 己評価 授業評価 自己 評価 授業評価 自己評 価 授 業評価

合 計 81 84 90 96 78 91

平 均 3.52 3.65 3.60 3.84 325 3.79

② 学期末における自己評価と授菜評価の質問項目と結果

ア 自己評価の質問項目と評価の平均値 イ 授業評価の質問項目と評価の平均値

質闘 自己評 価 質 問項 目 罰 平均 鍾問 授 業評 価 質問 項 目 評肝 均

1 この授業を受けるのが楽しみでしたか。 3.25 1 指導教員は塾意を持って摂業を行っていたか。 4.25

2 この橿業に積極的に取り組みましたか。 3.5 2 生徒の質問、意見などを大切にしていたか。 3』1

3 実習で僅用Lた農具の名称査覚えることができましたか、 3 3 授業内容の説明がわかりやすかったか。 3コ

4 実習で使用した農具を正しく使用できましたか。 乱95 4 提示されたプリントなどの資輯や極書輝わゐ、りやすかったか, 3.79

5 実習を行った壕、自分の考えや童見を入れたレボー}を作域することができましたか。 3.29 5 計画的に授業が進められていたか。 3.91

6 この授業の内容を理解できましたか。 3.45 6 授業の進度 〔進み方)は ちょうど良かったか、 3.95

7 身近にあも野菜について、より舞学的に考えられるようになりましたか、 3.04 7 授業内容が理餌できたか。 3.75

8 この授叢で自分の知識の幅を広げることができましたか。 3.54 8 授業壱受けることによって新たな知謙・披甫が身に付いたか, 3.95

9 今学期の偉じめより、今の方が野菓について身近仁匪じられるようになりましたか, 3.7 9 この授業は楽しかったか。 3.7

10 あなたの在籍す愚農産臼で学ぶことができて良かったですか。 325 10 この授業を学習することができて良かったか, 3.79

11 あなたの鱈合評価を答えて下さい, 3.25 11 以前よリ野菜に興味・関心を持てるようになったか, 3.66

質 問1～10平 均 3.45 12 以前より学習に対する意欲が増したか、 3.12

(7)ま と め

13 他の人にこの授業を学習することを勧められるか, 325

14 総合授業評価を答えて下さい。 3.79

質 問1～13平 均 3.フ5

毎時間の授業の中で簡便に行った自己評価 ・授業評価 と、単期末に詳細な質閣項 目で行 った各質問形

式の評価 に大きな差異は見られなかった.毎 時間の評価には、生徒 が自由に記述できる欄を設けたが、

この欄の記載内容が生徒の状況を把握 し授業の改善を行 うために最 も有効であった。 このような結果か

ら.毎 時間簡潔な自己評価 ・授業評価を行い、その結果か ら自らが行った授業を省みて改善点があれば

直ちに、次授業に活か し、期末には綿密な評価 を実施することにより次学期 に活かす とい う評価の在 り

方が適当であると考える.

皿 一2定 期 考 査 ご とに 自己評 価 を実 施 した 例(実 習 を中 心 と した 科 目)

〔事例2科 目名=「 造園技術」(2単 位)対 象学年 ・生徒;第1学 年37名 〕

(1)ね らい
「造園技術」の授業は実験 実習が主体であ り、生徒の意欲 ・櫨度を見 とることは、行動観察や教師の

言葉掛けを通 して行 うことが可能であるが、全ての生徒の言動に表れない関心や表現を把握することは

難 しい、その把握方法 としては、自己評価が有効であることを破認することをね らいとした,

(2)実 施 方法

毎時間の授業の中で生徒の自己評価 を実施す ることは難Lい 一そ こで、定期考査毎に年間5回 、自己

評価基準を生徒に明示 した上で、生徒の自己評価を行 うことにした.

(3)指 導 目標

造園緑化材料の花壇材料、石材に関す る知識と技術を身に付けさせる。

④ 評価 規準
r

関心 ・意欲 ・態 度 思考 ・判断1技 能 畷 現
「

知識 ・理解

技術 ・知識の習得に意欲

的 に取 り組む姿勢 があ

り、興味関心が高い。

L

実験実習の意 義 を理解 で き

てい るか.ま た 、その過程

での疑問点 ・改善点な どど

の よ うに とらえてい るか。

実験実習の内容を理

解 し、適切に行われ

ているか.

授 業内容 を理解 し知識 ・技術

を身 につ けてい るか。 レポー

ト、テ ス トに よ り知識 を身 に

つ けて いるか判断す る、
」
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(5)自 己評価表の例

「造 園技 術 」 自 己評 価 表

)番 氏 名

この 自己評 価 な、 「造 囲技術 」 の成 績の 材 料にす る ことは あ りませ ん.下 記 の5項 目を5段 階 でOを 付 け て くだ さいe

(「5」 が 最 高 、 「ユ」ns最 低 とす る。)

1.こ の授 業(実 習)に 積 極 的 に敢 り組 み ま した か?・4

2,実 験 実 習 で使 用 し た道 具 ・器 具 の名 称 を 覚 え る こ とnsで き ま した か?2・4

3,授 業 の 内 容 を理 解 す る こ とがで き ま した か?45

4、 こ の授 業 で 自分 の 知 識 を広 げ る こ とがで き ま した か?・2・ ・45

5,こ の 実 習 を 通 じて 岐術 が向 上で き た か?・2・ ・4

造 園 技 術 の 自 己評 価 を5段 階 評 定 で 最 低 「lj、 最 高 「5」 と して 自 己評 価 して くだ さいeま た 、 そ の 理 由 を 必

ず 書 い て 下 さ い。(箇 条 書 き で3つ 以 上)

自己 評 価(理 由)・

自己評価表は、評価項 目を5項 目としx各 項 目とは別に総合的な 自己評価を5段 階で行い、その理由

を書かせた。評価の理由を考えさせ ることによって、安易な記入を防 ぐことができると考えた。

(6)自 己評価 の結果

1学 期中間考査後 と期末考査後に実施 した 自己評価 の結果は下記の褒のよ うになった。全体に中間考

査後よ りも期末考査後の方が数値が高 くな り、生徒自身の意識の向上が図 られた と思われる。また、 自

己評価 と教員による評定 との関係 を比較 してみると、自己評価 と評定の間には一定の相関関係がみ られ

た り、自己評価の数値の向上 と成績の伸びの関連性がある傾向が示喩された。このことから、生徒 によ

る自己評価には有為性があると思われるが、このことについてはさらに検討が必要である.

また、自己評価の結果から、評価の低い項 目については今後の授業で重点をおいた取 り組み、改善を

行 うな ど授業の改善に役立てることができる。

『自己評価項目別推移』

項 目 内 容 中間考査後 期末考査後

1 この授業(実 習)に 積極的に取り組みましたか? 3.5 3.5

皿 実験実習で使用 した道具 ・器具の名称を覚えることができましたか? 2.7 3.2

皿 授業の内容を理解することができましたか? 3.0 3.1

IV この授業で自分の知臓を広げることができましたか? 3.3 3.3

V この実習を通じて技術が向上できたか? 3.1 3.6

5項 目の平均 3,113.4

(7)ま とめ

生徒の自己評価を試行する中で、簡便で、結果の集約が容易な自己評価方法の開発の必要性を感 じた。

今回、試行 した自己評価では、総合評価とその評価理由を必ず書 くようにしたが、この自由記述が生徒

の授業に対 しての取 り組みや思考を知るために役立ち、その後の授業に生かせるものであった。

自己評価は、生徒の学習意欲の向上や 自己反省を促す効果茄あり、 自己評価は特に確かな学力の評価

に有用であることが推測できる。 自己評価 と評定 との間に差が大きい場合には、生徒に興味 ・関心を持

たせるための授業の工夫などの改善を行い、指導と評価の一体化を図る必要がある。

皿 一3定 期 考 査 ごと に授 業 評 価 及 び 自 己評 価 を実 施 した例(講 義 を 中心 と した 科 目)

〔事例3科 目名:「 応用微生物」 対象学年 ・生徒=第3学 年70名 〕

(1)ね らい

定期考査後、年5回 、授業評価及び 自己評価を試行 し、学校における望ましい実施方法や内容につい
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て考察する。授業評価においては、授業への意欲 ・関心及び生徒の理解度、習熟度を知るとともに、生

徒自身による学習内容の確認及び課題への意識付けを行 う。 自己評価においては、評価結果を、生徒の

意欲 ・関心および理解の向上を目的 とした指導方法への改善につなげ、指導と評価の一体化 を図る,

(2)実 施方法

①1回 目 自己評価 ・授業評価 実施時期1学 期中間考査終了後

②2回 目 自己評価 ・授業評価 実施時期1学 期期末考査終了後

③ 指導 目標

食品に関連する微生物の知識 と技術を習得 させ、微生物の特性や活用技術を理解 させるとともに、食

品関連分野で微生物 を応用する能力 と態度を育てる。

(4)評 価規準
7

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・薮現
「

知識 ・理解

食品関連分野にお ける 微生物 と食品 との関連にっい 微生物実験に関する基本的な技術 微生物に関する基本

微生物の役割に関心を ての基本的な知識と技術を活 を身に付け、微生物の生理を理解 的な知識を身に付け、

持ち.微生物の形態や生 用 して、微生物の形態や生理、 し、食品の安全 ・衛生に関す るよ 微生物の形態や生理.

理、食 品との関わりに 食品の安全や衛生に関す る者 り合理的な利用法を考案 し、実践 食品の安全や衛生に

積極的に貢献する態度 課題を主体的に解決 してい く すると共に、その成果 を的確に表 つ い て 理 解 して い る。

を身に付けている。
L

創造的能力を身に付けている. 現する能力を身に付けている,
」

(5)自 己評価 表の例

3年 店月微生物 「自邑酔価 ・樫業評価j

組 書 氏名

1学期中間考査挫

*1学 期中問考互までの応 用顧 生物 の自己B価 ・捜粛評価 をつけ 軌

評価基 頃5最 嵩e1最 低5殿 階解価oを っけ巻

且,自 己評価 脅世 輩を思い出 して、また,テ ユ トの結県を見てつける.

{】〕 「1徴 生物 の歴史につ いて」への融 り組みについて評価 しなさい,

QL幌 藁中、鰍 的に 〔積樋的に}取0岨 んだか,543Z1

且甲価 をつ1†た理由 〔

Q2rノ ー トをきちんととったh}.54321

Q3,畏 桑内容=が漣 飾できたか.54321

(2)「E細 曹にっいて」へ の唾 りra冷(tつ いて評価 しなさい圃

Q1,掛 衆中、慧欲 的に く租極 的に}敗 り岨 んだか.54321

拝価 をつけた理田`

Q2,ノ ー トをきちんととoたtL5432[

q3,授 章 内容が理解 できたか。54321

2.綬 掴匡言手願 ★授 桑を憩 レ、ti」しでつ1,愚

`1〕 「1微 生物 の麗史 につ いて」の侵桑 を評彊 しなさい.

01,授 叢内書准おもしろかウたか

02,授 婁内9は 理解 しやすかeた か

評価をつけた理由 〔

〔2〕「窟 劃醤について」の豊婁を評価しなさい.

ロ1.授 叢内宙はおもLら かoith"

q2,授 桑内奪は理解 しや†かつ臨か

解価をつけた理由 〔

3.1学 期期宋考査に向けての取り組みにういτ

「放縁西にういて」

54321

54321

5432【

5432璽

・綬業内 容は、「有 用細苗にっいて1,1有 用籍麟 と同属の有寡緬菌について5,

】

〕

}

,

11)中 聞考 査までの自已評伍 を昨 て、慢業^の 取 り組毎 壱檀極白旨にす6た めの

目標 をloか きなさい。

(2〕 中間考査 までの授 舞評価 をみて 、授業内容への要望 ・注文 を書

きな さい

応用監生輸 自己R価 ・撰集蛭価1学 期期末 考査釜

1,坪 価晶瑚

開心 ・意欲1隠 産… 樋内翻団にっいて、 日常 でも輿味 ・開心 を博て6匹

思考 ・判断 … 掌習 した ことを正 しく居用 し.画 康 面を向上す石ことがで きろ

捷蓮 ・表現 ・一 腸内細酋 を利用 した食 品を衛生的 に製造す 呑;と 那できる.

抽駄 ・酬 … 脂内細四の形慧 ・生理槻俺 につい て正 しく理堺 できる舳

2,臼 己評L価 牢丸で囲む

fiと て もよ くで きた4よ くで さたBま あまあできた.

2あ ま りで きな かσた1で きなかeた

関心 ・意欲 ・惣度… 魑内麺面に弓いて,日 常 でも興味 ・酪心を縛て石。

54321

思考 ・執断 ・・一単習 した ことを正しく活用 し.健 康 面を向上す石こ とがで き凸

54321

捷権 ・衰環 ・r・ 騙甫細口 巻利用 した茸 晶を衛生的 に盤遭 †る ことがで きる.

5唱321

毎議'理 鰐 … 腸内網■の形態 ・生理植 矩につ いて正 しく環解でき う、

54321

3,職 準におい ての畏業騨価

5と τ もよく当ては ま看4当 て1±まる 』やや 当てはま る

2あ まり当ては まらない1当 て　土まらない

関心 ・意欲 ・怨度 … 鱒内細苗に ついて.日 需でも興 味 ・開心を持てる齢

54321

思考 ・判斯 … 学習 した;と を正し く活用 し、億 庫面を向上ず ること那 でき弓

54321

筑髭 ・妻現 … 腸 内細調 を利 肘 した食 胡1を漸 生的 に製遭 判5こ とがで きる.

54321

知織 ・璋解 … 腸 内細臼の店 櫓 ・生腫槻 胞にっいて正 しく理解でき 啓,

54321

‡5,4,2.1にOが あ看人は、理 由も書きま しよう

〔 〕
図1中 間考査後の自己評価 ・授業評価用紙 図2期 末考査後の自己評価 ・授業評価用紙

一106一



(6)結 果

翼
80

寝
フo

糧 翼翼翼翼翼握 翼巽建麗翼韓1麗翼器
5 2 4 5 1 1 4

4.5以 上 1 1 4、5以 上 1 2

4.0以 上 1 2 6 2 4 1 2 4.o以 上 1 2 5 2 2 2

3.5以 上 1 1 3 1 1 2 3.5以 上 1 2 1 1 2 2

3,0以 上 3 4 4 3 1 2 3,0以 上 1 4 4 3 4 2 1

2.5以 上 ユ 2.5以 上 1 1

2.0以 上 3 4 1 2.0以 上 2 3 1 2

1.5以 上 1 1.5以 上 1

1.5未 満 ユ 2 1,5未 満 2 2

人数 1 6 15 9 10 8 12 4 1 人数 1 6 15 9 lo 8 12 4 1

表1中 間考査後 意欲とテス ト点の関係

獄 9 8 7 6 5 4 3 2 1

5 2 1 2 1 1

4以 上 3 2 1 6 3

3以 上 4 2 4 7 4 4 1

2以 上 1 1 4 1 1

1以 上 1 1

人数 7 6 6 16 6 13 2 0 2

表2中 間考査後 理解とテス ト点の関係

獣 9 8 7 6 5 4 3 2 1

5 1

4以 上 2 1 2 3 1

3以 上 5 3 4 7 5 5 1

2以 上 1 5 1 5 1 1

1以 上 1 3 2

人数 7 6 6 ユ6 6 13 2 0 2

表3期 末考査後 意欲と評定の関係 表4期 末考査後 理解と評定の関係

関心 、意欲 、態度を公正に見取るためには、自己評価が有効である示、自己評価にどの程度の信頼性が

あるのかは不明である.そ こで、定期考査後に実施 した自己評価におけるr意 欲」と 「理解」の評定(5

段階)と 、中間考査後についでは考査の素点(100点 満点)と の関係 、期末考査にっいては教員による評定

(10段階)と の間に相関関係があるのかを調査 ・分析 した。その結果、

・テス ト点や評定の高い生徒は、自己評価が滋 しい傾向にあるため、評定が高いからといって意欲が高い

とい う結果にはなつていない。反対に、中間層にいる生徒は自己評価を甘 くつけるもの、厳 しいものそ

れぞれで、統一性が ない、

・理解度にっいては、テス ト点や評定と相関性力塙 く、概ね正 しい自己評価が行なわれている。 これは、

自己の点数がわかっていることも影響 していると考えられる。

(7)ま と め

・授業評価や 自己評価 を実施する時期 として、定期考査の答案返却時 とした。そこまでの学習 を振 り返

り、評価す る時期 としては、その時間が最も適切と考えたためである。この評価を実施す るのに要 し

た時間は約25分 であ り、現実問題 として、この時間しか設定できなかった。また、今回はデータ処理

にかかる時間が多 く評価結果を次の授業に生かすことができなかった、評価を実施 した以上、生徒へ

のフィー ドバ ックを行 うことが必要であ り、そのためには、より楠便なものをより回数を多 く実施す

ることが望ましいと考える.

1学 期中間考査後の授業評価の結果から、授業への意欲 ・関心 ・櫨度を向上させ、理解度を伸ばすこ

とが必要であることが判明 したため、期末考査後は、より身近な題材を授業に積極的に取 り入れ、考え

させ る授業を多くす るよう授業改善を行った。その結果、期末考査後の意欲 ・関心 ・態度の評価におい

ては、数値は上昇した,
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皿 一4毎 時 間 の 授 業の 中で 達成 度 を確 認 して 自己評 価 を行 う例

〔事例4科 目名:「 農業科学基礎」 対象学年 ・生徒=第1学 年38名 〕

{1)ね らい

毎時間の学習のね らいやめあてを明確に し、規準に対 しての達成度を生徒 自身が自己評価する方法の

開発を行 う.

(2)指 導 目揉

循環型農業を学び、農業の役割や 自然の大切さを理解 し科学性や実践力を養 う。

(3)評 価 規準

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

野菜の栽培や農業に対 して

の興味関心が高く、知識、

技能の習得に意欲的である。

授業の 目的 と自己の課題を

理解 し、よく思考 し、正 し

く判断することに努 める,

一般管理、観察、道具の

使 い方、 レポー トの書き

方などが正 しくできる。

授業の内容 をよく

理解 し.専 門性 が

身に付いている。

(4)自 己評価表作 成上 の工夫

①生徒に、学期の目標が理解され るように、評価表の最初に目標 を明記 した。

②評価の 「4観 点」をめあてとして具体的な達成目標の形で生徒に示す ことが、生きる力をはぐくむこ

とにつながると考え、各観点を具体的な達成 目標として表中に示 した。

③観点r関 心 ・意欲 ・態度」「思考 ・判断」の項 目内容は、どの科 目にも利用できるもの とし、観点 「知

識 ・理解」「技能 ・表現」の項目内容には、1学 期に習得させたい内容を記載 した。

④ 自己評価が楽しくでき.ま た、生徒の 「や る気」を引き出すために、項 目を一つ達成することにr達

成点」として点数が加算(身 に付いた=5点 、やや身に付いた=2点)さ れる様式を工夫 した。

⑤達成点の()の 左側のスペースに、その 日に達成 した項目の番号を記入 させた。

(5)評 価 表の例

農業科学基礎 自己評価表
1学 期の目標

___量 氏名 (学 期)

1.循 環型農業の実践を通 して、農業の果たす役割や 自然の大切さを理鰐す る。
2.農 業の基本 を身にっけ、農業の楽 しさを理解する。

3.観 察 ・記録、まとめ、発表を行い、科学性や粟践力を身に付ける.

「4つ の め あ て 」 と 「達成 で き た項 目」

意

欲

思

考

知

隙

1.意 欲 を持 って取 り組んだ

2.何 事 も理解 しよ うと垂めた

3.授 業や実習 を進んで行った

4.自 分 の課題 を考 えてのぞんでいる

5.授 藁 の 目的 を理解 してい る

6.何 事 も良く工夫 した

7・墨 童 盧捷嘩 が分かる
8.盤 、麺凱が正しく分かる
9.ト マト、キュウリの蟹1が 分かる
置0.巫垂些、型童,宝 産的な特徹が分かる
旦L生 鯉 と坦≦璽豊塩が分かる

技

能

IZ正 しいwr(位 置など)が 分かる
13.鯉 とその堕塵 が分かる
14.こ れまでの時代の反省点が分かる
15T地 琿規模の環境問題を理解している
16.量 垂塑 と　 さが分かる

17.身 い苗を選び正 しく定植 で きる{深 さ、苗の取b扱 い)

旧.一 般管理 〔芽か き、摘心、摘葉、誘 引、収穫)が で きる

19.正 確な測定 とスケ ッチがで きる

20.し っか りと自己評価 がで きる

評価の基 準(4良 くできた3で きた2あ まりできなかった1で きなかった】 遷成点 硅めあて の項 目を ⊥っ5点 とす る

＼ / / / / /

今臼の自己評拓 1 2 3 4 L23 4 1 2 臼 4 1 2 き 4 1 2 3 4

達 成 点 〔 点) く 点) { 点} 〔 点, 〔 点}

考 察
良い点、闘 など

撰藁の醒田
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(6)結 果

〆 ♂ ぷ ♂ ㎡ 〆 〆 〆

(7)ま と め

① 自己評価(4段 階)に ついては、3度 目に平均3.16と なったが、それ以降はあま り向上 しなかった、

評価基準をより明確な形で示すことが必要 と考えられる。

② 「達成点」では、クラス平均点が毎回向上し約1ケ 月間で20点 アップした。 この評価は、 目標に到

達する為の項 目内容が具体的で明確であり、達成 した項 目や到達度の確認力監できること、毎回点が上

がるので楽 しさや充露感があり生徒の意欲が湧きやすい等の利点がある。今後、さらに工夫すること

により、生徒の意欲を向上させるための一方法 としての活用ができると考えられた。

③ 「授業評価」は自由記述形式に したが、何を書けばよいのか生徒に混乱が見られた.教 員への評価

項 目を精選 して設け、4段 階評価等の方法で行ったほ うが評価が明確に表現され ると思われる。自由

意見欄 を別 に設けた方がよい と思われる.

N各 科 目で 使 え る評 価表 の 開 発

以上のよ うな1学 期の実践研究の結果を分析 し、本部会 として、最も実践的、効率的な授業評価、自己

評価の方法を統一 して2学 期に試行 し、さらに改良を重ね、農業の各科 目で使える擾業評価や自己評価を

含んだ評価方法、評価表を開発することを目的 とした,

1評 価 表 の 作 成上 の工 夫

こごまでの試行の結果から、授業評価 と自己評価の両面の機能をもち、実際に学校で使える評価表の条

件 として、以下の点をあげることができる.

① 自己評価が、毎回の授業で負担にならずに実施され、課題などが次の授業に生か されなけれ ば指導

と評価 の一体化を図ることはできないため、評価項目数はIO項 目に絞 る。

② 学期の 目標や、4観 点に基づく具体的なめあて(達 成 したい項目)を 評価表中に明記する。意欲を

向上 させ、楽 しく自己評価ができるように 「達成点」を殺ける、

③ 生徒が、 自分の長所や課題を確認できるように、項 目ごとに平均点欄を設ける.

④ 評価の進め方は、毎時間、厚紙に貼った評価表を授業開始時に生徒 に渡す。生徒は評価表を見て課

題 を認識する。表の記入は、授業の最後に3～5分 程度で行い回収する。

一109一



2評 価表の例

2学期 造園施工管理 自己評価表 3年2組 番 氏名

2学 期 目標

石材の利用方法 を理解 し、実践的 な実習を通 して石組みの方岳を理解す る。

、縁石 、延段の施 工方法を理解 し,石 組み方法の理解や実践力を身 にっ ける.

金閣 寺垣の施 工方法 を理解 し、竹垣作成の方怯 を理解 し実践力を身 にっ ける.

「4つ の め あ てJと 「達 虚 し た い 項 目」ti.とtSよ く当てはま64.当 てntt63.や や9τttt62.あ ま り当て;tS61tti1 .当 てはま らな司

自 己 評 価 項 目 ! / / 平均点

意欲

1.こ の授 業を受 けるのが楽 しみで したか

2,こ の授 業に積極的に取 り組み ま した か

呂.造園について よ り身近に感 じられ るよ うにな りま したか

5,4,3,2.匡

5,4,3,2.1

5.4.3.2.工

5.4.3,2,1

5.4.3,2,1

5.4,3,2,1

5,4、3.2.L

5,4,3-2.i

5,哩.3.2.且

}
[

思考 4.造 圓にっいて より科学的 に考 えられ るよ うにな りま したか 5,4.3.2.1 5,4,3,2,1 5.4.3.2.L

知識

5.使 用 した器具な どの名称 を覚 えることがで きま したか

6.こ の授 業内容 を理解 で きま したか

7.こ の授 業で 自命の知識を広 げるこ とができま したか

5.4.3.2.1

5.4.3.2.1

5.4.3,211

5.4,3,2,1

5.4,3,2.1

5.4,3,2.1

5,生3.2.i

5,4,3.2.1

5.4,3.2.1

…

霊
:
:

技能

8.安 習や実験で使用 した器具などを 正 しく使用できま したか

9.実 習や実験を行 った後、 自分の考えや 意見 を入れた レポー

トや ノー トを作成す ることができま したか

5.4.3.2,1

5.4.3,2,1
.

5.4,3,2,1

臥4,3,2,1

5,4.3.2.1

5.4,3、2.1

10、 あなたの所属 している科で学ぷことができてよかったですか 5.4.2.2.1 5.4.コ,2.1 5,4.3.2.1 運
本時の達成点(合 計点}

本時の感想(良 い点 、課題 な ど)

検 印 韮

3実 践 結 果

実際に上の評価表を用いて評価を試行 した。各評価項 目のクラス全体の平均値を下表に示 した.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均

授業1回 目 2.9 3.4 3.6 2.2 4.2 4」 3.5 3.9 3.5 3.6 3.5

授業2回 目 3.1 3.2 3.4 2.4 42 3.9 3.3 4.1 3.3 3.7 3.5

授業3回 目 3.1 4.ユ 3.7 2.6 4.0 4.1 3.6 3.6 3.3 3.6 3.6

①

②

③

④

クラス全体の平均値には、あまり差がないが、一人一人をみると授業 ごとの変化が見られた.

「授業の感想」は、ほとんどの生徒が記入 してお り、授業改善の参考になるものが多くあった.

生徒の様子を細やかに捉えることができたが、データをきちんと整理することの負担は大きい。

課題 としては、各項 目と学期の 目的 との関連が明確ではない点が挙げられ る。 この点は、年間授業

計画や評価計画で補っていく必要がある。

4教 員 に よ る秤 定 と生 徒 の 自己評 価 の相 関 関 係 に 関 す る考 察

この評価表を用いて、毎時間の授業における個々の生徒への教員による評価(評 価計画に基づ く観点別

評価の棄点 《5段 階)〉)と生徒一人一人の自己評価の平均が、授業毎にどのように変化するかを、生徒毎に

折線 グラフに示 し、その相関関係を調査した。

その結果、全体 として、教員による評価と生徒の自己評価の平均の折線グラフの傾 向は、かなり一致す

ることが分かった。また・、生徒により、次の図に示すような4つ のパターンに分けられることが分かった.
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2教 員による評価 と自己評価の平均が、教師による

評価の方が低いまま乖離(か い り}す るパターン。
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評 価3
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1

一3教 員による評価 と自己評価の平均が、教師による

評価の方が高いまま乖離(か い り)す るパターン

パ ター ン4め 例

511

」4

2

i

l

　 ヒ リ 　 ヨ

L._■ 細 勢 聖 時附____.

4教 員による評価と自己評価の平均が最初は乖離(か いb}

であるが、徐々に右肩上がりで一致 してくるパターン

調査対象20人 の生徒の うち、1の グラフパ ター-tzの生徒は8名(40%)、2の グラフパターンの生徒は5

名(25%)、3の グラフパータンの生徒は4名(2eO/.)、4の グラフパターンの生徒は3名(15%)だ った。

以上のことか ら教員による評価 と自己評価 との相関関係 が存在す ることが示喩された。生徒には教員が

定めている評価規準とほぼ同じ評価規準を設定 して学習に取 り組む生徒、低い評価規準を設定しその規準

を変化 させない生徒、高い規準を設定 し自己に厳 しい生徒、最初は低い評価規準を設定 してその規準を授

業を重ねるごとに教師力淀 めている評価規準にす り合わせていく生徒の4パ ターンが確認された.授 業中、

個々の生徒がどのパターンで学習活動を行っているのかを把握す ることは大変重要な観点であるといえる。

Vま とめ と今 後 の 課 題

今 、高等学校の教育における最も緊急の課題は、意欲評価を含めた観点別の評価をどのように実施す る

か とい うことである。 「意欲」を高める教育の必要性が各方面か ら指摘 されているにもかかわらず、学校で

は知識 ・理解を軸に した評価が相変わ らず中心になっている。意欲を見取る、そのためには自己評価の充

実が必要であるaま た、生徒による授業評価は授業改善に有効である、 この2つ の新たな評価方法を、実

践的に試行 し、学校で使 えるものの開発を本研究のねらいとした。 自己評価及び授業評価 を毎時間実施 し

た事例、定期考査 ごとに授業評価を含めた 自己評価を実施 した事例、毎時間の授業の申で達成度を確認 し

て 自己評価を行 う事例などに実際に取 り組み、成果や課題をまとめ検討 した。その結果をふまえて作成 し

たものが110ペ ーnジの評価表である。指導と評価の一体化を図ることが可能なものであると考えるeこ の評

価表は使 い勝手という点では優れていると考えられるが、まだまだ改良の余地がある。各学校において、

本研究の提案をご理解いただき、さらに改良していくことが望まれる.
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